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≪令和３年度全国学力・学習状況調査の概要≫ 
 
○目 的    ・義務教育の機会均等と水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の 

   学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その 
   改善を図る。 

            ・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立て 
   る。 

            ・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確 
   立する。 
 

○調査期日 令和３年５月２７日（木） 
 
○調査方式 悉皆調査 
 
○実施学校数・児童生徒数（山口県） 
      【小学校６年】公立小学校２６５校、特別支援学校２校 11,018人 
      【中学校３年】公立中学校１２６校、中等教育学校１校、 
              特別支援学校  ３校                    10,720人 

 
○調査内容  ①教科に関する調査（小学校 国語、算数 中学校 国語、数学） 
                      ・調査問題では、下記１）と２）を一体的に問う。 
            １）身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす 
                               内容や、実生活において不可欠であり常に活用できるようにな 
                               っていることが望ましい知識・技能等 
                         ２）知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課 
                               題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力等に関わる 
                               内容 
                            

②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

               ・児童生徒に対する調査（児童生徒質問紙） 
               ・学校に対する調査（学校質問紙） 



令和３年度 全国学力・学習状況調査結果について 

 
１ 教科に関する結果 
（１）全体の結果 
 
 
 
 
 

 

（２）各教科の結果 
 ①全国と本県の平均正答数、平均正答率の比較 
  ※ 平成 29年度から、都道府県等における各教科の平均正答率は整数値で提供されて

いるため、全国平均との差を範囲で示している。 
     

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

  

 

 

 
 

 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 

国 語  9.0／14  9.1／14 64 64.7 

算 数  11.1／16  11.2／16 69 70.2 

 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 

国 語 9.1／14 9.0／14 65 64.6 

数 学 9.2／16 9.1／16 58 57.2 

【小学校】 

○小学校では、国語、算数ともに全国平均と同程度という結果であった。 

○中学校では、国語、数学ともに全国平均と同程度という結果であった。 

【中学校】 

 

は、山口県の平均正答率（％）の範囲を示す

山口県 64

全　国 64.7

山口県 69

全　国 70.2

+30

国　語

算　数

区分 平均正答率（％）
+1 +2-3 -2 -1

 

は、山口県の平均正答率（％）の範囲を示す

山口県 65

全　国 64.6

山口県 58

全　国 57.2

0 +1 +2 +3

国　語

数　学

区分 平均正答率（％）
-3 -2 -1



〔参考〕過去の調査での平均正答数と平均正答率 
 

○平成３１年度 

 

 

○平成３０年度 

 

 
○平成２９年度 

 

 

小学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全  国 山口県 全  国 
国語  9.5／14  8.9／14 68 63.8 
算数  9.4／14  9.3／14 67 66.6 

中学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全  国 山口県 全  国 
国語  7.4／10  7.3／10 74 72.8 
数学  9.8／16  9.6／16 61 59.8 
英語 11.6／21 11.8／21 55 56.0 

小学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 
国語Ａ  8.6／12  8.5／12 72 70.7 
国語Ｂ  4.6／ 8  4.4／ 8 57 54.7 
算数Ａ  8.9／14  8.9／14 64 63.5 
算数Ｂ  5.2／10  5.1／10 52 51.5 
理 科  9.9／16  9.6／16 62 60.3 

中学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 
国語Ａ 24.6／32 24.3／32 77 76.1 
国語Ｂ  5.5／ 9  5.5／ 9 61 61.2 
数学Ａ 24.2／36 23.8／36 67 66.1 
数学Ｂ  6.5／14  6.6／14 46 46.9 
理 科 18.0／27 17.9／27 67 66.1 

小学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全  国 山口県 全  国 
国語Ａ 11.4 / 15 11.2 / 15 76 74.8 
国語Ｂ 5.2 /  9 5.2 /  9 58 57.5 
算数Ａ 11.8 / 15 11.8 / 15 79 78.6 
算数Ｂ 5.0 / 11 5.1 / 11 45 45.9 

中学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全  国 山口県 全  国 
国語Ａ 25.4 / 32 24.8 / 32 79 77.4 
国語Ｂ 6.6 /  9  6.5 /  9 73 72.2 
数学Ａ 23.9 / 36 23.3 / 36 66 64.6 
数学Ｂ 7.4 / 15 7.2 / 15 49 48.1 



②領域別平均正答率 

 

【小学校 国語】 

 

 

 

 

 

 問題数 平均正答率(％) 全国と

の差 全体 14 山口県 全国 

話すこと・聞くこと ３ 78.3  77.8  +0.5 

書くこと ２ 61.2  60.7  +0.5 

読むこと ３ 45.8  47.2  -1.4 
言語の特徴や使い方に
関する事項 ６ 67.8  68.3  -0.5 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校 算数】 

 

 

 

 

 

 問題数 平均正答率(％) 全国と

の差 全体 16 山口県 全国 

数と計算 ４ 63.2 63.1 +0.1 

図形 ３ 57.1 57.9 -0.8 

測定 ３ 74.8 74.8 0.0 

変化と関係 ３ 75.2 75.9 -0.7 

データの活用 ５ 74.1 76.0 -1.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書くこと

読むこと

言葉の特徴や使い方に

関する事項

話すこと

・聞くこと

山口県（公立）

全国（公立）

 

数と計算

図形

測定変化と関係

データの

活用

山口県（公立）

全国（公立）

「話すこと・聞くこと」「書くこと」については、全国平均をやや上回っている。

「言語の特徴や使い方に関する事項」については、全国平均をやや下回り、「読むこ

と」については、全国平均を下回っている。 

「数と計算」「測定」については全国平均と同程度である。「図形」「変化と関係」

「データの活用」については、全国平均を下回っている。 

1.0 

０ 

 

 

－2.0 

 

  1.0 

０ 

－1.0 



 

【中学校 国語】 

 

 

 

 

 

 問題数 平均正答率(％) 全国と

の差 全体 14 山口県 全国 

話すこと・聞くこと ３ 80.1 79.8 +0.3 

書くこと ３ 56.9 57.1 -0.2 

読むこと ４ 49.0 48.5 +0.5 
伝統的な言語文化と国
語の特質に関する事項 ４ 74.7 75.1 -0.4 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校 数学】 

 

 

 

 

 

 問題数 平均正答率(％) 全国と

の差 全体 16 山口県 全国 

数と式 ５ 65.3 64.9 +0.4 

図形 ４ 50.8 51.4 -0.6 

関数 ３ 56.4 56.4 0 

資料の活用 ４ 55.3 53.8 +1.5 

 

 

 

図形

関数

資料の活用

数と式

山口県（公立）

全国（公立）

 

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項

話すこと

・聞くこと

山口県（公立）

全国（公立）

「話すこと・聞くこと」「読むこと」については、全国平均をやや上回っている。

「書くこと」については、全国平均と同程度であり、「伝統的な言語文化と国語の特

質に関する事項」については、全国平均をやや下回っている。 

「数と式」については、全国平均をやや上回り、「資料の活用」については、全国

平均を上回っている。「関数」については、全国平均と同程度、「図形」については、

全国平均をやや下回っている。 
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－0.5 



③正答数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校 国語】（平均正答率 山口県 64％、全国 64.7％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校 算数】（平均正答率 山口県 69％、全国 70.2％） 
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全国平均正答率と同程度であり、全国と同様の分布状況にあるが、全国と比べ全問

正答の児童の割合がやや低い。 

 

全国平均正答率と同程度であり、全国と同様の分布状況にあるが、全国と比べ正答

数の多い児童の割合がやや低く、全国平均正答数より少ない正答数の児童の割合がや

や高い。 

全国平均正答数 

全国平均正答数 

〔グラフについて〕 

横軸は児童生徒が正答した問題数、縦軸は正答数ごとの児童生徒の割合（％）を示

している。 

 

 

成果と見られる部分 

課題と見られる部分 

凡例       山口県 

全 国 



【中学校 国語】（平均正答率 山口県 65％、全国 64.6％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校 数学】（平均正答率 山口県 58％、全国 57.2％） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国平均正答率と同程度であり、全国と同様の分布状況にあるが、全国と比べ正答

数の多い生徒の割合がやや高い。 

全国平均正答率と同程度であり、全国と同様の分布状況にあるが、全国と比べ正答

数の多い生徒の割合がやや高い。 
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（３）－① 具体的な問題と解答状況 －小学校国語－ 

 ○相当数の児童ができている点 

 

 

 

 

１ 三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 81.0％ 

全 国 81.0％ 

○ 「目的や意図に応じ、資料を使って話すこと」について、正答率が高い。 

【正答】 １ 三  ２ 



 ●課題のみられる点 

 

 

 

 

２ 三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 正答率 

山口県 33.3％ 

全 国 34.4％ 

● 「目的に応じ、文章と図表とを結び付けて必要な情報を見付けること」につ

いて、課題がみられる。 

【正答例】 ２ 三 

 

メストラルは、ゴボウの実が犬

の毛にからみついていたことをヒ

ントに、かぎ状のフックが輪の形

をしたループに引っかかることで

くっつく仕組みの面ファスナーを

作り出した。    （８０字） 



 ○改善傾向がみられる点 

 

 

 

 

３ 二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 59.1％ 

全 国 56.6％ 

○ 「目的や意図に応じて、理由を明確にしながら、自分の考えが伝わるように

書き表し方を工夫すること」について改善傾向がみられる。 

【正答例】 ３ 二 

 

しかし、遊具置き場のそうじは、かた

づけで時間が足りなくなり、はきそうじ

やふきそうじに手が回らないことがある

そうです。たん当の人だけに任せると大

変なので、わたしは、使った人がかた付

けるべきだと思います。 （１００字） 

 

 

 



（３）－② 具体的な問題と解答状況 －小学校算数－  

○相当数の児童ができている点 

 

 

 

 

１ (4) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ (1)(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「棒グラフから、数量や項目間の関係を読み取ること」について、正答率が

高い。 

【正答】３ (1) エ (2) ウ 

○ 「条件に合う時刻を求めること」について、正答率が高い。 

【正答】１ (4)午後 2時 25分 

 正答率 

山口県 90.0％ 

全 国 89.2％ 

 

(2) 正答率 

山口県 90.5％ 

全 国 90.7％ 

 

(1) 正答率 

山口県 95.6％ 

全 国 95.8％ 

 



●課題のみられる点  

 

 

 

 

２ (3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ (4) 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

● 「複数の図形を組み合わせた平行四辺形について、図形を構成する要素など

に着目し、図形の構成の仕方を捉えて、面積の求め方と答えを記述すること」

について、課題がみられる。 

 

 

直径の長さと円周の長さの関係について理解することについて、課題が見られる。 

 正答率 

山口県 44.4％ 

全 国 46.0％ 

 

【正答例】２（3）辺ＢＣを底辺と

したとき、高さは、６×２＝12で、

12㎝です。 

平行四辺形ＡＢＣＤの面積は、 

５×12＝60で、60㎝２です。 

【正答例】３ (4)５年生と６年生で、「あ

てはまる」と答えた人の割合のちがいが、

いちばん大きいこう目は、○イ図書室に行

く時間がないです。 

５年生が 15％で、６年生が 80％です。 

 正答率 

山口県 48.6％ 

全 国 52.0％ 

 

● 「帯グラフで表された複数のデータを比較し、示され

た特徴をもった項目とその割合を記述すること」につい

て、課題がみられる。 



○改善傾向がみられる点 

 

 

 

 

 

 

４ (3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 54.4％ 

全 国 51.5％ 

○ 「小数を用いた倍についての説明を解釈し、ほかの数値の場合に適用して、

基準量を１としたときに比較量が示された小数に当たる理由を記述すること」

について、改善傾向がみられる。 

 

 

直径の長さと円周の長さの関係について理解することについて、課題が見られ

る。 

 

【正答例】４（3） 

30ｍを１としたとき、0.1にあた

る長さは３ｍです。 

12ｍは、３ｍの４つ分になるの

で、30ｍを１としたときの 0.4にあ

たります。 

 

  



（３）－③ 具体的な問題と解答状況 －中学校国語－ 

 ○相当数の生徒ができている点 

 

 

 

 

１ 二  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 93.4％ 

全 国 92.5％ 

○ 「質問の意図を捉えること」について、正答率が高い。 

【正答】 １ 二 ３ 

 

 



 ●課題のみられる点 

 

 

 

 

３ 四 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 21.1％ 

全 国 20.5％ 

● 「文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えをもつこと」につ

いて、課題がみられる。 

【正答例】 ３ 四 

 

「はなはだ御しやすい猫である」と評価しており、「吾

輩」は「黒」の機嫌をとるような接し方をしていること

が分かる。私は、このような「吾輩」の接し方はとても

賢いと思う。 

 

  



 ○改善傾向がみられる点 

 

 

 

 

２ 二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 75.5％ 

全 国 74.5％ 

○ 「書いた文章を互いに読み合い、文章の構成の工夫を考えること」につい

て、改善傾向がみられる。 

【正答例】 ２ 二 

 

１段落で自分の意見を述べ、４段落で繰り返

し述べるという工夫があり、伝えたいことが明

確になっていてよいと思う。 

 

 
 

 



（３）－④ 具体的な問題と解答状況 －中学校数学－ 

○相当数の生徒ができている点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 85.6％ 

全 国 84.5％ 

○ 「ヒストグラムからある階級の度数を読み取ること」について、正答率が高い。 

○ 「与えられたデータから中央値を求めること」について、正答率が高い。 

【正答】８ (１) 6 

【正答】５  54 

 正答率 

山口県 85.0％ 

全 国 83.0％ 

 



●課題のみられる点 

 

 

 

 

７(2) 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９(3) 

 

 

 

  

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 26.5％ 

全 国 28.8％ 

 

● 「ある条件の下で、いつでも成り立つ図形の性質を見いだし、それを数学的

に表現すること」について、課題がみられる。 

【正答例】９ (３) ∠ＡＲＧ、∠ＡＳＧのそれぞれの大きさは変わらない。 

【正答例】７ (２)原点Ｏを通る直線の

グラフをかき、y＝120のときの x 座標を

読む。 

 正答率 

山口県 28.3％ 

全 国 27.7％ 

 

● 「事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に

説明すること」について、課題がみられる。 



○改善傾向がみられる点 
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 正答率 

山口県 63.1％ 

全 国 61.8％ 

【正答例】６ (２) 

𝓃＋３は自然数だから、４（𝓃＋３）は

４の倍数である。したがって、四角で４

つの数を囲むとき、４つの数の和はいつ

でも４の倍数である。 

○ 「目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立

つ理由を説明すること」について、改善傾向がみられる。 

 

 


